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東南アジア諸国での建設

東南アジア地区での工場を作るためにはどのような開発手法が考えられるべきか。現地でのプレゼンテー
ションの内容には以下の項目を含んだ検討が必須のものであるとした。

絶滅危機にある野生動物の保護　人口増加に伴う食糧確保のための農地拡大、その結果の森林の過大な伐
採による砂漠化、工業化による化石燃料の消費が大きくなることである。

東南アジア諸国の開発には、その土地に固有の文化、生活、宗教を取り込んだものを標準（ローカルスタン
ダード）とする解決案が求められる。

提案には3つの柱、１、持続可能なビジネス、２、環境にやさしい、３，社会への貢献　で　構成されるもので
ある。
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